
 

別紙２ 

事業所名   グループホーム雅        

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催予定日時  令和２年5月15日（金）1４時～ 

        ※コロナウイルス感染予防のため、照会依頼にて参加予定者

から意見を聞き取りする。 

参 加 者（照会依頼含む） 議   題 

利用者      0 名 

利用者家族    1 名 

地域住民の代表者 1名 

市職員      1 名 

地域包括支援センター職員 1名 

事業所      ４名 

① 利用者様状況報告 

② 行事報告 

③ 身体拘束適正化検討委員会 

④ 質疑応答 

⑤ 次回開催予定日 

 

 

会    議    録 

①利用者様状況報告 

男性 2名、女性 6名の計 8名様が入居しています。 

最年長：女性 99歳  最年少：女性 83歳 

平均年齢 88.6 歳 

○4 月 29 日、要介護 5女性利用者一名が退居されました。 

○6月 7日（日）に新規利用者様が入居決まりました。 

 

要介護度 

要支援 2…0名  要介護 1…0名  要介護 2…3名  要介護 3…2名  

要介護 4…3名  要介護 5…0名  

平均要介護度 3.0 

 

②行事報告   

4 月 26 日 昼食会 

毎年行っていました水無瀬川でのお花見は中止にしまして、施設内でホットプ

レートを使い、お好み焼きを召し上がって頂きました。 

5 月 9 日 避難訓練(夜間想定) 

夜間想定での避難訓練を行いました。冷蔵庫コンセントから出火を想定して、

夜勤者一人で初期消火、通報、御利用者 8名の避難誘導を行いました。避難終

了までの時間、5分 05 秒 53 でした。 

15 日 母の日 

昼食にかっぱ寿司のお寿司を買ってきて施設で召し上がって頂きました。 



 

予定行事  

  6 月、父の日 

  7 月、七夕 

 予定行事内容未定。 

 

 

③第 13回 身体拘束適正化検討委員会…前年度まとめ 

 Ｒ1.5 身体拘束とは 

・身体拘束とは 

・3 つの身体拘束「スリーロック」について 

・正当な身体拘束の基準とは 

 

Ｒ1.7 スピーチロック 

・スピーチロックとは 

・スピーチロックの影響について 

・スピーチロックにならない声掛けや対応 

 

Ｒ1.9 身体拘束体験 

・身体拘束体験 

・身体拘束体験を通じて感じた事 

・拘束される事による影響について 

 

Ｒ1.11 人権について 

・人権とは何か 

・身近な人権侵害につて 

・高齢者における、人権侵害の問題 

 

Ｒ2.1 虐待について 

・虐待とは 

・被虐待者と虐待者との関係 

・高齢者における虐待の問題 

 

Ｒ2.3 身体拘束、各国の取り組み 

・世界の介護と日本の介護との違い 

・身体拘束をめぐる各国の努力 

・日本においての身体拘束の取り組み 

・身体拘束の脱神話化に貢献した文献研究 

 

中核症状と周辺症状 周辺症状、よく見られる症状と対応方法について 

 



 

④質疑応答、ご意見等(文書によりご意見、質問等を確認) 

○・これまで法人内で虐待防止に向けて研修等実施され、職場においても実施されてい

ますが、感染症防止を考える上で今後の予定、方法はどのようにお考えでしょうか？ 

緊急事態宣言を受け、感染拡大の防止に向けて、対策を講じてみえると思いますが、

具体的にどのような事を実施されているのでしょうか。一日も早くコロナウイルス感

染症が収束することを心より願っています。(水野地域包括支援センター様) 

・新型コロナウイルスの影響により、いつも以上にお忙しい状況かと思いますが、今

回の感染症に対して新たに行った対策・工夫などありますでしょうか。また、外出機

会が減ったことで何か職員・利用者様に影響が具体的に出ているか、教えて頂きたい

です（瀬戸市役所高齢者福祉課 指導監査係様） 

⇒職員においては、手洗い、うがい、マスク着用の徹底や、こまめな換気、トイレ

や手すりなどの消毒の実施はもちろんのこと、全職員に対して、不要不急の外出は

控えることをお願いして実施してもらっています。職員に体調不良があれば、すぐ

管理者へ相談、報告を行い、無理をせず休みを取れる体制を整えています。勤務体

制は、人との接触を出来る限り減らす目的で、有給等を活用し、出勤日数を見直し

ました。現在見直した人数での勤務を始めております。 

利用者様に対しては、マスクの着用は難しい場合もあるため、手洗いと消毒をこ

まめに行い、食事やおやつの時間などは、対面での席配置にならないよう席替えを

行いました。 

ご家族様や業者等の来訪はできる限り控えて頂くようにし、やむを得ない場合の

来訪は短時間で、玄関先での対応を行うようにしています。 

 また、利用者様につきまして、これまでは気分転換や楽しみ、社会とのつながり

を継続して頂く目的で外食、買い物同行など行ってきました。感染拡大が確認され

た３月頃からは、コロナウイルス感染予防の観点から、３密となる可能性のある外

出は避けております。外出の機会は減りましたが、テイクアウトしたお寿司で母の

日イベントを行ったり、ベランダで焼いた鉄板メニューをホーム内で召し上がって

頂いたり、お好きな時に玄関から外に出てホーム周辺を散歩して頂いたりと、別の

形での気分転換や楽しみの機会を持って頂き、ストレスのない生活を送って頂ける

ようにしております。 

 

 ○中核症状・周辺症状、読ませて頂き、改めて勉強になりました。ありがとうございま

す。コロナ感染、緊急事態宣言、少しずつ解除の動きが始まりましたが、皆様も緊張

の日々が続きますが、お体大切にして下さい。いつもありがとうございます。7 月 17

日の運営推進会議が開ける事を祈っております。（利用者様ご家族） 

   ⇒ありがとうございます。気を抜くことなく、健康管理に努めていきます。 

 

 

⑤次回開催予定日 

令和２年 7月 17 日(金) 14：00 

 


